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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2009-186439(P2009-186439A)
【公開日】平成21年8月20日(2009.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2009-033
【出願番号】特願2008-29588(P2008-29588)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  23/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  23/04    　　　　
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３２０Ｚ
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３００Ｓ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月7日(2011.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透視撮影のフレーム単位にＸ線の曝射を行うＸ線生成ユニットと、
　曝射された前記Ｘ線を電荷分布情報に変換し画像データとして出力するセンサを含むセ
ンサユニットと、
　前記Ｘ線生成ユニットの前記曝射を指示し、前記センサユニットから前記画像データを
受信する画像処理ユニットと
を備え、
　前記センサユニットと前記画像処理ユニットとは無線リンクで通信し、
　前記センサユニットは、
　　前記無線リンクで通信されるビーコン信号に応じてリセットされ計数を再開する第１
のカウンタと、
　　フレームの開始から前記画像データの読出しを開始するまでの時間を規定する読出ト
リガオフセットに対応する計数値を保存する手段とを備え、
　　前記第１のカウンタの計数値が保存された前記読出トリガオフセットに対応する計数
値に合致した場合に前記読出しを開始し、読み出された前記画像データを前記無線リンク
を介して前記画像処理ユニットに転送し、
　前記画像処理ユニットは、
　　前記無線リンクの前記ビーコン信号に応じてリセットされ計数を再開する第２のカウ
ンタと、
　　フレームの開始から前記曝射を開始するまでの時間を規定する曝射トリガオフセット
に対応する計数値を保存する手段とを備え、
　　前記第２のカウンタの計数値が保存された前記曝射トリガオフセットに対応する計数
値に合致した場合に前記Ｘ線生成ユニットに前記曝射を開始させる
ことを特徴とするワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項２】
　前記ビーコン信号の通信間隔を前記フレームの周期であるフレーム周期に一致させたこ
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とを特徴とする請求項１に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項３】
　前記ビーコン信号の通信間隔を前記フレームの周期であるフレーム周期を所定の自然数
で除算した値に一致させ、
　前記ビーコンが前記自然数の回数だけ発信するごとに前記第１のカウンタと前記第２の
カウンタとがリセットされ計数を再開する
ことを特徴とする請求項１に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項４】
　前記ビーコン信号の通信間隔を前記フレームの周期であるフレーム周期に所定の自然数
を乗算した値に一致させ、
　前記センサユニットは、前記第１のカウンタの計数値が前記読出トリガオフセットに対
応する計数値に合致した後も、前記ビーコン信号の通信間隔の間は、該第１のカウンタの
計数値が前記フレーム周期に対応する計数値を計数するごとに前記読出しを開始し、
　前記画像処理ユニットは、前記第２のカウンタの計数値が前記曝射トリガオフセットに
対応する計数値に合致した後も、前記ビーコン信号の通信間隔の間は、該第２のカウンタ
の計数値が前記フレーム周期に対応する計数値を計数するごとに前記曝射を開始する
ことを特徴とする請求項１に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項５】
　透視撮影の間に前記フレーム周期を第１のフレーム周期から第２のフレーム周期に変更
する場合に、
　前記センサ読出トリガオフセットを保存する手段は、前記第１のフレーム周期で使用さ
れる第１のセンサ読出トリガオフセットと前記第２のフレーム周期で使用される第２のセ
ンサ読出トリガオフセットとを保存し、
　前記曝射トリガオフセットを保存する手段は、前記第１のフレーム周期で使用される第
１の曝射トリガオフセットと前記第２のフレーム周期で使用される第２の曝射トリガオフ
セットとを保存し、
　前記センサユニット又は前記画像処理ユニットが前記ビーコン信号の通信間隔を前記第
２のフレーム周期に変更し、
　前記通信間隔の変更に通信されたビーコン信号に応じて、前記センサユニットは前記第
１のセンサ読出トリガオフセットを前記第２のセンサ読出トリガオフセットに切り替え、
前記画像処理ユニットは前記第１の曝射トリガオフセットを前記第２の曝射トリガオフセ
ットに切り替える
ことを特徴とする請求項２乃至請求項４のいずれか１項に記載のワイヤレスＸ線透視シス
テム。
【請求項６】
　前記フレームの開始から前記無線リンクにおけるデータ転送を中止させるまでの時間を
規定する転送中止オフセットに対応する計数値に、前記第１のカウンタ又は前記第２のカ
ウンタの計数値が合致した場合に、前記無線リンクにおけるデータ転送が、前記ビーコン
信号を新たに通信するまで中止されることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか
１項に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項７】
　前記画像処理ユニットは、前記ビーコン信号を発信する無線通信手段を備えることを特
徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項８】
　前記センサユニットは、前記ビーコン信号を発信する無線通信手段を備えることを特徴
とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項９】
　前記無線リンクで用いられるプロトコルがＣＳＭＡ／ＣＡ方式であることを特徴とする
請求項１乃至請求項８に記載のワイヤレスＸ線透視システム。
【請求項１０】
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　透視撮影のフレーム単位にＸ線の曝射を行うＸ線生成ユニットと、
　曝射された前記Ｘ線を電荷分布情報に変換し画像データとして出力するセンサを含むセ
ンサユニットと、
　前記Ｘ線生成ユニットの前記曝射を指示し、前記センサユニットから前記画像データを
受信する画像処理ユニットと
を備え、
　前記センサユニットと前記画像処理ユニットとは無線リンクで通信するワイヤレスＸ線
透視システムにおいて、
　前記センサユニットは、
　　前記無線リンクで通信されるビーコン信号に応じてリセットされ計数を再開する第１
のカウンタとフレームの開始から読出しを開始するまでの時間を規定する読出トリガオフ
セットに対応する計数値を保存する手段とを備え、
　　前記第１のカウンタの計数値が保存された前記読出トリガオフセットに対応する計数
値に合致した場合に前記読出しを開始し、読み出された前記画像データを前記無線リンク
を介して前記画像処理ユニットに転送し、
　前記画像処理ユニットは、
　　前記無線リンクで通信される前記ビーコン信号に応じてリセットされ計数を再開する
第２のカウンタと、フレームの開始から前記曝射を開始するまでの時間を規定する曝射ト
リガオフセットに対応する計数値を保存する手段とを備え、
　　前記第２のカウンタの計数値が保存された前記曝射トリガオフセットに対応する計数
値に合致した場合に前記Ｘ線生成ユニットに前記曝射を開始させる
ことを特徴とするワイヤレスＸ線透視システムにおけるユニット間の同期方法。
【請求項１１】
　コンピュータを請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載のワイヤレスＸ線透視シス
テムとして機能させるためのコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、その他にも図５に示すような構成もある。図５はワイヤレスＸ線撮影システムの
システム図の一例である。図１との共通部分は同じ参照番号を付し、説明は省略する。こ
の構成では、データ通信を行う無線リンク５００以外に、通信調停が必要なくプロトコル
解析時間も短くて済む同期専用の第２の無線リンク５０１を設ける。この専用の無線リン
ク５０１を用いてトリガ信号を送信する。
【特許文献１】特開２００６－３０５１０６号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明に係るワイヤレスＸ線透視システムは、
　透視撮影のフレーム単位にＸ線の曝射を行うＸ線生成ユニットと、
　曝射された前記Ｘ線を電荷分布情報に変換し画像データとして出力するセンサを含むセ
ンサユニットと、
　前記Ｘ線生成ユニットの前記曝射を指示し、前記センサユニットから前記画像データを
受信する画像処理ユニットと
を備え、
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　前記センサユニットと前記画像処理ユニットとは無線リンクで通信し、
　前記センサユニットは、
前記無線リンクで通信されるビーコン信号に応じてリセットされ計数を再開する第１のカ
ウンタと、
フレームの開始から前記画像データの読出しを開始するまでの時間を規定する読出トリガ
オフセットに対応する計数値を保存する手段とを備え、
前記第１のカウンタの計数値が保存された前記読出トリガオフセットに対応する計数値に
合致した場合に前記読出しを開始し、読み出された前記画像データを前記無線リンクを介
して前記画像処理ユニットに転送し、
　前記画像処理ユニットは、
前記無線リンクの前記ビーコン信号に応じてリセットされ計数を再開する第２のカウンタ
と、
フレームの開始から前記曝射を開始するまでの時間を規定する曝射トリガオフセットに対
応する計数値を保存する手段とを備え、
前記第２のカウンタの計数値が保存された前記曝射トリガオフセットに対応する計数値に
合致した場合に前記Ｘ線生成ユニットに前記曝射を開始させる
ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　まず、画像処理ユニット６２０の動作を説明する。タイミング信号６２４を受信した無
線通信部Ｂ６２１はビーコン信号を発信するのと同時に、有線で接続されたコンペアタイ
マＢ６２２へコンペアタイマＢリセット信号６２５を送信する。コンペアタイマＢ６２２
のカウント値は、コンペアタイマＢリセット信号の受信によりリセットされた後、カウン
トアップを再開する。コンペアタイマＢ６２２には事前に、コンペアタイマＢ６２２がリ
セットされてから曝射トリガ信号６４１を送信するまでの計数値を設定しておく。カウン
ト値がこの計数値に合致したとき、コンペアタイマＢ６２２はＸ線管６３１へ曝射トリガ
信号６４１を送信する。これにより、ビーコン信号を発信してから所定の時間経過後にＸ
線曝射を開始することができる。曝射時間は例えば１０ミリ秒である。
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